第５回大学設置準備委員会での意見
１　市立四年制大学の名称について
　■７月１日から７月３１日までの１ヶ月間，市立四年制大学の名称に係る意見募集を実施。

応募総数は２６１件。（７月３１日午前現在の速報値。確定値ではない）

　　結果と主な意見は以下のとおり。

	番号及び名称
	件数
	主な理由

	①
	福山市立大学
	140件
( 53.6% )
	ｼﾝﾌﾟﾙで分かりやすい，落ち着いた感じ，堅実　

	②
	ふくやま市立大学
	27件
( 10.3% )
	あったかくて楽しい感じ，既存の大学と区別可能　

	③
	福山市立教育教養大学
	19件
( 7.3% )
	教育目的が明確に表現，教育環境に理解がもてる　

	④
	その他
	75件
( 28.7% )
	ばら：21件，地域性：15件，教育：14件　
備後：13件，未来志向：3件，その他：9件　


【主な発言内容】
○ 「福山市立大学」について
・『福山市立大学』ならば学部が増えても対応できる

・一般的に全体を包み込むような名前でいいと思う

・教員から委員のもとに寄せられる意見も，『福山市立大学』がいい，とのこと
・福山全体をキャンパスにする－という理念にも合致する
○ その他
・英語表記を考える必要がある

　⇒　「福山市立大学」を委員会の案として決定し，設置者に報告をするものとした
２　入学者選抜試験について
（１) アドミッションポリシー（入学者受入方針）
　■文科省はアドミッションポリシーを明確化する，という基本方針を打ち出した。
これをもとに，アドミッションポリシーには，本学の使命と基本理念に沿った，本学の
求める学生像，各学部の教育の特色と求める学生像を盛り込んだ。

【主な発言内容】
○ アドミッションポリシーについて

・アドミッションポリシーは「こういった学生に来て欲しい」というもの

・育成しようとする人材像を前面に出しすぎるとおかしい
○ 本学の使命・理念について
・言葉が難しく，意味が良く分からない部分があるため，もう少し分かりやすい表現を
○ 教育学部について
・教育学部の特色はとても明確で鮮明に表現できている
　ただし，複数の免許をカリキュラム上取れるような体制が取れるのかを明記し，保証
しないといけない

・理科が得意ではない子もいるため，そういった子に対して，教員だけでなくそれを補助するような体制を組む必要がある

○ 現代教養学部について

・大学全体としてはジェネラリストを育成する，としていながら，学部の方は実学を育成する，としているため，矛盾が出てはいないか

・持続可能な社会を担うことのできる新しい世代を育てる，ということ
　⇒　アドミッションポリシーについては，今回提案されたものを軸に，今後部会の中で議論を深めていくものとした。

（２) 募集人員と選抜方法

　■推薦選抜は市内・市外を区別しない全国枠としての扱い。
割合は募集人員の１割とし，教育学部10人・現代教養学部15人の計25人。
社会人・私費外国人選抜は，一般選抜の内数での「若干名」となる。
【主な発言内容】
○ 実施にあたる留意点について

　　　・推薦入試をする場合，枠以上の応募者がくるので，それを想定した検討を
・誰でも，というわけにはいかないので，求める評定平均値を決めておくべき

・私立の中には生徒が集まらないので推薦でどんどんとる，という動きもあるが，ぜひ厳密な推薦をお願いしたい
・できるだけ学力の高い学生を全国から集めたい

○ その他（社会人選抜について）
・定年を迎え，時間もお金もあり，何かやりたい，という65歳以上の人が社会人選抜で入ってくることを期待している
・福山の65歳以上の立派な人が授業に参加してもらうことで，学生への刺激になる
　⇒　募集人員と選抜方法については，今回提案されたものを委員会の案として決定した。
（３） 一般選抜における２次試験の日程
　■開学初年度から国公立大学前期・後期日程とするか，初年度のみ独自日程とするか。
初年度から国公立大学前期・後期日程とすれば，歩留まりが読みやすく，効率的な
入試が行えるメリットがある反面，データや過去問がないことから学校で推奨され
にくいのでは，というデメリットがある。
初年度のみ独自日程とすれば多くの志願者が見込めるメリットがあるが，それだけ
歩留まりは読みにくくなり，事務作業も膨大となる，というデメリットがある。
また，実施にあたっては公立大学協会との十分な調整が必要となる。
【主な発言内容】
・開学初年度から国公立大学前期・後期日程でいいのではないか

・受験機会を確保し，多様な方法で多様な子を取りたい

・関西の大学の中には，前期の近隣校が強豪過ぎるため，後期重視で行っているところもあったが，前後に回帰している
・絶対浪人できない，という家庭状況も増えており，学生の意思以上に，親の経済状況も大きく反映される

・受験料や授業料の免除というものが目に見えた形であれば，受験生増加は見込めるため
福山市としての決断が必要
・短大から大学への編入枠の検討も早急に検討して欲しい
　⇒　一般選抜における２次試験の日程については，開学初年度から国公立大学前期・後期日程を利用することを委員会の案として決定した。

４ 管理運営体制について
　■当面は法人化をせず，公営。大学運営体制も従来型となる。
　　学長がリーダーシップを発揮できる組織体系を構築する。
【主な発言内容】
・開学後，運営を軌道に乗せながらしかるべき時点で法人化する，という基本方針に
沿って設計をするが，公立大学も半数以上が私立大学に近い運営形態になっている
ことも十分視野に入れたうえで，運営形態は検討していく必要がある
・委員会は全学で作るのか，学部で作るのかでも違うが，個別の委員会の課題に応じて
形態も異なり，全学的な課題で作業グループを作ってやるべき問題，ルーティンとして処理していく問題もあるのではないか
・市は経営について，事務局だけ入るということか？監督責任はどうなるのか？

基本的に内容をもっと詰めて欲しい
・体制については，別な協議体を市と作る必要があるのではないか

・小規模な大学なので，効率的な運営ができるよう，頭でっかちな体制ではなく，学長の意見がストレートに伝わる体制を
・学校の問題というのは教務が主体になると思うが，教務側とうまくいかないときにどうコントロールする機能があるか，という体制作りが学長をサポートすることになる

・市の人事管理の中で，大学の運営にふさわしいスタッフをどう確保するか
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